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J－クレジット制度の概要

・省エネ設備の導入による温室効果ガスの削減量

・再エネの活用による温室効果ガスの削減量

・適切な森林管理による温室効果ガスの吸収量

「クレジット」として国が認証

◎J－クレジット制度の仕組み
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◎J－クレジット制度の仕組み

Ｊ－クレジット
導入前の
排出量 導入後の

排出量

「差分」を
認証
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モデルケース
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J－クレジット創出までの流れ

クレジットの認証・発行
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カーボン・オフセットとは

排出量に見合った削減活動に投資することで、排出される温室

効果ガスを「埋め合わせる（オフセット）」という考え方
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カーボン・オフセットの例
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Ｊ－クレジットを用いた
カーボン・オフセットの流れ

CO2の埋め合わせに、「Ｊ-クレジット」等を使用します。

Ｊ-クレジット等は、１t-CO2といった単位で取引されます。
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カーボン・オフセット事例
（２０２３年度、当センター把握分）

● イベント ６件 ２９トン

● 印刷物 ７件 ８トン

● 工事 １８件 １３５トン

● その他 ２件 ２１トン

合計 ３３件のカーボン・オフセット（１９３トン）
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イベントのカーボン・オフセット
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工事のカーボン・オフセット
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ご清聴ありがとうございました

J－クレジットの創出、カーボン・オフセットに関心のある方は

お気軽にお問合せください。



以降、補足スライド



J－クレジット制度の対象となる事業

● 日本国内で実施されること。

● プロジェクト登録申請日の２年前の日以降に実施（稼働）

されたものであること。 （≒遡れるのは2年未満）

● 類似制度や本制度で、同一内容の排出削減プロジェクト

が登録されていないこと。

● 設備投資回収年数が概ね３年以上であること。

● 審査機関による第三者認証を受けていること。

● 本制度で承認された方法論に基づいていること。
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J－クレジット制度の対象となる事業

◎プロジェクトの認証対象期間

⇒プロジェクト登録申請日またはモニタリング開始可能日

のいずれか遅い日から8年間

申請可能期間 認証対象期間 延長期間

登録申請日 延長手続き

2年前 8年後 16年後

引き続き排出削減が見込まれる
プロジェクトのみ延長可能
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J－クレジット制度の対象となる事業
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◎プロジェクトの形態

基本的には１つの工場・事業所等に

おける削減活動を１つのプロジェクト

として登録する形態

通常型

複数の削減・吸収活動を取りまとめ

１つのプロジェクトとして登録する形態

小規模ながらクレジットを創出可能

登録・審査の手続、コスト削減可能

プログラム型



沖縄県内のＪ－クレジット創出事例


